


























































































































































 第 6 章では、霊媒術の共同体主義的な傾向を裏付ける新たな儀礼創造の事例として、
ラーンナー王国の初代王マンラーイをはじめとする 13世紀の北タイの 3人の王を崇拝
する新たな儀礼について検討すると共に、これを契機に結成された霊媒たちの新たな互
助団体の試みについて考察した。1990年代後半にはじまり、21世紀に入ってまもなく
チェンマイの霊媒たちが主催するようになったこの儀礼は、今では 1,000人もの参加者
を集めるチェンマイ最大規模の儀礼となっている。旧市街中心部の広場で行われるこの
儀礼では、チェンマイ建都に関わる 3人の王を崇拝する霊媒集団儀礼と、2種類の母系
出自集団による精霊憑依儀礼が同時に展開される。これらの儀礼コミュニティが互いに
接合することで、還元不可能な一つの全体性としての新たな儀礼コミュニティが多元
的・重層的に形成される。グローバル化の影響の本質が均質化だとするなら、この儀礼
は、この均質性に対して地域的な標準を対置することにより、微細で地域的な文化的自
律性を生産・再生産している。そこには、ラーンナー王国のエイジェンシーの儀礼的な
復興という意味が込められており、霊媒たちの儀礼実践は、国民国家とのあいだで文化
的ヘゲモニーをめぐる交渉を繰り広げている。 
 さらにこの儀礼を契機に、霊媒たちは新たな互助団体を組織している。この試みは、
これまでのインフォーマルな霊媒集団の枠を超えて、伝統的価値の体現者としての霊媒
を組織する試行的な動きである。フォーマルな共同体主義とインフォーマルな共同体主
義の対立を孕んではいるものの、そこに、現代の地域社会のなかで宗教実践を展開する
霊媒たちの自律性と独自性を見て取ることができる。 
6 
 
 終章では、チェンマイの霊媒術の宗教実践の創造性とエイジェンシーについて包括的
に論じると共に、現代世界のなかの民衆の宗教実践とその可能性について論じた。霊媒
集団とその宗教実践全体を通して、民衆が持つ状況を変革する力としての創造性が作動
しており、この創造性が、宗教実践の自律的な展開力や突破力を生み出している。さら
に現在、チェンマイの霊媒たちは、生活空間や社会空間のなかに存在するとされる精霊
全般から、伝統的都市国家ムアンの守護霊に至るまで、精霊信仰のあらゆる局面に関与
している。つまり彼らは、地域社会の儀礼的エイジェントの役割を引き受けつつあるの
である。 
 北タイ、チェンマイの霊媒術のような儀礼の復興は、本質性を前面に出しながらも、
実質的には現代世界に対する社会の周縁性を相対化し、馴致してゆくための戦略となる。
現代世界のセッティングのなかで、儀礼を通して生み出されたローカルな力は、儀礼そ
のものと表裏一体の関係にあり、人間の手によりパフォーマティヴに生み出されるが、
人間の認識を超えたところに位置し、人間社会に影響を与えるのである。 
